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ソ
：連

邦.

の

協

苘

組

合1
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.

.「

資

本

主

義

社

会

に
.

お.

け.
.
.

る
：：

協

同

組

合A
V

は

労

.働 

者

及.

び

小

汹

立
_

生

産

者.

の
接
触.

す

る

流

通

，
組

鐵

を

.，<
111  

理
化
す
る
た

め
の
自
主

_

的
な
組
織

.

で
あ
る

.

|

と
し
て
、
 

協
同
組
合
の
本
来
の
任
務
が
商
業
資
本
の
節
約

に

よ

： 

る
資
本
制
生
産
» -

お

け

る

商

品

流

通

過

程

の

.合

理

化 

に
あ
る
と
：い
ぅ
命
題
が
定
式
化
さ
れ

(

近
藤
康
男

「

協 

同

組

合

原

論

」
)

、「

そ

れ

自

体

と

し

て

資

本

主

義

を

揚 

莱

す

る

性

質

を

も
.

つ
と
：
い

う

協

同

粗

免

主

義

者

の

美 

し
い
理
想
を
■

無
惨
に

.

ぅ.

ち

く

だ

い

：て

」

.

.(

奥

谷

松

治)

 

か
ら
、
戦
前
更
に
戦
後
を
通
じ
て
協
同
組
合
の
未
質 

を
め
ぐ

り

い
か
に
多

く

の

文

献

が

公

け

に

.

.
さ

れ

た

か
 

は

牧̂

に
い
と.

.

ま
が'

な

い

。
'
とく

.

に
，
協

同

組

合

を 

「

所
与
の
資
本
制
社
会
に
お
け
る
合
法
則
的
産
物
と 

し
て
資
本
の
運
動
法
則
と
の
合
理
的
関
連
に
お
い
て 

把
握
す
る
本
質
規
定

」

が
、そ
の
具
，体
的
把
握
の
場
で

. 

あ
る
日
本
資
本
主
義

.

の
：梆
造

.

的
特
質
と
の
関
迪
を
含 

め
て
と
ら
え
ら
れ
る
た
め

.

に.

、
論
理
、
批
判
の
す
じ 

が
幾
通
り
に
も
わ
か
れ
重
な
り
あ
っ
て
来
た
。
中
で

' .
も
今
日
農
業
共
同
化
の
間
題
に
脚
光
が
：集
す
が
，に
至
'
 

ク

て
、「

協
同
組
合
は
："流
通
過
程
の
合
理
化
を
主
要 

:

任
務
：と
：す
る
：1--

と
V '

ぅ
进
藤
教
授
の.
規
定
に
対
：す
る」 

.
戦
後
'の.
批
半
'

反
批
判
も
新
し「

い
，段
階.
を.
迪
え
た
-
と' 

い
ぅ
べ
き
で
ぁ
• *
ぅ
。.
第
'j

線

の.
研

究

者

を

中

；
心

.
；
に 

協
同
組
合
の
：理
論
的
現
実
的
把
握
と
検
証.
に
太
き
：な 

努
力
を
練
け
、；
研
^

年
報.
を
す
；で
に
：五
册
公
け
に
し 

て.

^
-*
:

協
同
組
合
研
究.
会
が
今
度
紹
介
研
究..
と.
：し
て._ 

出
旗
レ
た
：「

ソ
連
邦
の
協
同
：組
合」

は
、
；
社
会
主
義 

的

な

生

：
鹿

協

同

組

合

，
小

農

民

の

.
組
織.
さ
れ
た.
コ
'
ル 

ホ
1

ズ
と
中
小
手
-X
業
者
の
協
同
粗
合
と
消
費
協
司 

翻
合
を.
そ
の
^

成

の

歴

史

；的

考

察

か

ら

^

®

、

^:
お 

の
ソ
ビ
：
工
ト
国
民
経
済
に
お
：げ
る
役
割
ま
で
ふ
く
め 

て
お
り
、
現
段
階
に
お.
け
る
協
同
粗
合
理
論
の
問
題. 

整
理
に
ー
つ
の
視
角
を
与
え
る
も
の
で
‘

る
。

ソ
ビH

ト
連
邦
に
お
け
る
協
商
組
合
組
織
の
目
標 

は
社
会
主
義
建
設
の
そ
れ
ぐ
の.

段
喈
に
麻
じ
て
変 

化
し
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
期
に
：お 

い
て
は
消
費
協
同
組
合
が
商
品
流
通
の
領
域
に
お
い 

て
個
人
資
本
.に
とつて

か
ゎ
■
っ.
て
.決
定
的

な
役
割
を 

果
し
た
。
そ
し
て
社
会
主
義
経
済
が
確
立
し
て
以
後 

は
、
，
農
業
の
基
本
的
生
産
単
位
で.
あ
る.

コ.
.
ル.

ホ.—
.
.

七
六 

C

五-
一：.
ニ)

.

X

、

消

費

協

同

組

合

：お

ょ

び

手

H
.

業

協

同

組

合

.
の
厲 

'す
る
協
同
組
合
経
済
は
、：
国
営
企
業
に
も
と
づ
く
国 

営
経
済
に
次
M

で

国

民

経

済

の

重

要

な

部

分

を

'し
め 

'■
:
.
て1>
:石
0'
へ
そ
.の
実
状
が
本
書
に
ょ
マ
て
一.
括
し
て
明 

ら
^

に

さ

れ

る

，わ
；け
；で

あ

る

0

.'
''- 

:

.

系
統
農
協
'が
国
家
'独
占
賢
本
の
-
吸
引
パ.
.

ィ
ぃ
プ
と
.
呼 

ば
れ
、
協
同
粗
合
資
本
と
し
て
商
人
資
本
に
準
じ
て 

扱
わ
れ
、
.更
に
農
民
の
主
体
的
な
組
織
と
し
て
期
待 

i

れ
る
日
本.
の
農
協
の
本
質
究
明
へ
の
；裏
返
え
し
の 

.
貢
献
を
本
書
か
ら
期
'待
す
る
の
は
妥
当
を
欠
く
で
あ 

ろ

；
ぅ

か

。.'(

お

茶

の

水

書

房

.

66 
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■
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平
野
線
チ
I

ウ
ォ
ル
ド
奢 

森
田
優
三
監
訳

『

需：
要：
分折

』

.

需
要
分
析
.は
計
量
経
済
学
の
な
か
で
も
っ
と
も
確 

立
さ
れ
た
領
域
の
ひ
と
つ
で
、
関
連
文
献
の
数
も
夥 

し
く—

汗
牛
充
撒
と
称
し
う
る
。
シ
ュ
ル
ツ
の

大
著

『

需
要
の
理
論.
と
そ
の
測
定』

(

未
訳)

は
、
古
典
的 

な
需
要
分
析
の
集
大
成
と
し
そ
記
念
碑
的
な
存
在
で 

あ
る
が
、

ゥ
ォ
ル
ド
に
よ
る
本
書
は「

最
新」

の
ft- 

量
的
方
法
に
よ
る
需
要
分
析
の
成
果
を
集
め
て
い
る 

と
い
う
意
味
で
、
ま
さ
に
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。 

ひ
と
は
こ
こ
に
、

シ
ュ
ル
ッ
以
後
今
日
迄
の

一一

十
年 

間
に
ぉ
计
る「

計
量
経
済
学
的
研
究」

.の
急
ピ
ッ
チ 

の
発
殷
の
航
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

古
典
的
な
最
小
自
乘
推
定
に
よ
る
接
近
に
よ
っ
て 

は
経
済
変
量
間
の
諸
関
係
の
構
造

的
把
握
が
許
さ
れ

が
た
い
こ

と

は
、

つ
と

に

フ

リ

ッ

シ

ュ

、

シ
ュ
ル
ツ 

の
指
摘
し
た
と

こ

ろ

だ
が
、
そ
の
後
ハ
ー
ベ

ル

モ
を 

先
駆
け
と

し

て

カ
ゥ
ル

ス

•
コ

ミ

ッ

シ

ョ
ン

の
ス
タ

ッ
フ
の
努
力
に
よ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
同
時
方
程
式
体 

系
に
よ
る
確
率
的
接
近
法
が
工
夫
さ
れ
た
。
，ゥ
ォ
ル 

.ド
は
こ
の
よ
う
な

同

時
•

確

率

接

近

に

対

し

て
''
'
*
:
逐 

次
的
体
系
の
最
小
自
乘
法
を
頑
強
に
主
張
し
て
い
る 

こ
と
で
名
高
い
。
か
れ
の

立
#

は
、
経
済
の
諸
関
係
- 

が
本
来
因
果
的
で 
あ 

っ
て
同
時
的
で
は
：な
い
と
い
う 

認
識
論
に
裏
打
ち
さ
れ
て

い
る
。

そ
し
て
.、
そ
の
よ 

う
な
因
果
の
関
係
は
逐
次
方
程
式
系
と
し
て
#

成
；さ. 

れ
.る
に
ふ
さ
わ
し

i

か
つ
そ
の

許
測
.に
は
古
典
的 

新
V

刊

紹

介

最
小
自
乘
法
が
最
適
か
つ
実
用
的
で
.あ
る
と
い
う
の 

が
、
か
れ
の
謫
点
で
あ
る
。

本
書
は
こ
う
し
て
，異
端
的
な
宣
言
の
書
物
で
あ
る 

.
た
め
、
従
来
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
論
議
の
的
と
な
っ
て 

き
た
が
、
本
書
を
単
に
逐
次
的
接.
近.

(

主
と.A

.

て
第 

I

部
で
扱
わ
れ
て
い
る)

だ
け
の
側
面
か
ら
評
俩
し
'
 

去

る

の

は

、

あ

ま

り

，に
も

興
：味

本

位

な

.扱

い

方

で

あ 

ろ
う
。
第
I

部
は
消
費
者
需
要
の
パ
レ
ー
ト
ァ
ン
，
 

ス
キ
|

ム
に
関
す
る
銳
利
な
省
察
を
展,

し
、
第
¥ 

部
は
回
赂
分
折
の
基
本
的
理
論
と
方
法
に
関
す
る
討: 

究
に
あ
て
ら
れ
、
計
量
経
済
学
の
根
本
問
題
.に
迫
っ 

て
い
る
。
ま
た
、
定

常

確

，率

過

程

論

(

第
皿
部)

は
、
経
済
時
系
列
解
析
と
の
関
連
さ
也
つ
つ
構
成
さ 

れ
て
お
り
、
便
利
な
要
約
と
■な
っ
て
い
る
。
第
V

部 

は
ユ
レ
ー
ン

と
の
共
同
作
業
に
よ
る
ス
ゥ
エ
ー
デ
ン 

の
需
要
構
造
.を
巡
る
経
験
的
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
て 

い
る
。

こ
れ
ら.
の
豊
か
な
内
容
は
、
単.
な
る
特
異
な. 

書
と.
し
て
ょ
り
は
、.
む
し
ろ
芷.
統
的
众
計
量
経
済
学:  

.

の.
研
究
書
、
教
科
書
と
し
て
熟
読
検
討
す
る
に
堪
え 

各.
も
の
^

あ
る
。.：
'

 

へ：.
、.

-. 

i

後

！

i
、

.
こ

か

日

本

語

版
.
に
は
最
新
の
#
^
成
果 

を
舍
め
た
ぃ
く
っ
か
の.
改
訂
増
補
が
加
ぇ
ら
れ
«
:

初
版
ょ
り
一
層
充
実
し
た
も
の
と
な
つ
て
い
る
こ
と 

'.

を
、
書
き
添

'

ぇ
て
ぉ
く
。

(

春
秋
社

.

A

5
 

•
四
八 

八

頁

、

一
五

o

o
s

z

)

丨
西
川
俊
作
丨

片
山
謙
ー
：ー
著
.

：

『

世

界

貿

易

の'

発

展
' '
'
:

発

展

過

程

の

実

証

的

分

析

一

』

我

々
は
戦
後
の
#
界
経
済
の
復
興
発
展
過
程
を
研 

次
し
、
評
価
し
、
位
置
づ
け
、
将
来
の
動
向
を
占
ぅ 

こ
ど
の
で
-^

る
：時
期
に

到
達
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ 

の
® .
で

の

研

究

が

、

最

近

次

.々
と

発
表
さ
れ

て
き
て 

.
ぃ
る
0.

.
本
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦

後

の

、
： 

と

く

に1

九

五

〇

年

把

に

お

け

石

世

界

貿

易

.の
発
展 

過
程
を
、
資
本
主
義
世
界
貿
易
の
ぞ
‘れ
を
中
心
に
、
 

社
会.
主
義
世
界
貿
易
お
ょ
び
.東
西
貿
易
と
対
比
さ
せ 

つ
つ
：分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

著
者
自
身
そ
の
序
に
お
い
て
の
ベ
て
い
る
.

如
く
、
 

「

本
書
で
：理
論
を
取
扱
っ
て
い
な
い
。
わ
た
し
が

本
'
 

.書

で

試

み

たこ.

と
は
、■
事
実
の
忠
実
な
、
か
'な
り
こ

七

-b(

五

一

三

)



く
め
い
な
、
そ
し
て
、
あ
る
.

場
合
に
は
、

い
ま
ま
で 

.
(

に
試
み

ら

れ
な
か
'、
っ？た.
よ

う

仏
方
法
.に.

よ
.る

分
析.
で.. 

あ
る
。…

…

資
：料
は
、
で

き

る

が

ぎ

り

国
連
の
統
計 

に
よ
るV
と

に

し
た
。
信

頼
.

で

き

る

資

料

、

し
か
も 

統

1.
性
の
あ
る.
資
料
の.
忠
実
处_
分
析
こ.
そ
、
本
*

の. 

.

a

命
と
も

い

え

よ

う

1-
と

の
表
現
に
、

本
書
に
関

す 

る
す
べ
て
が
つ
き
て
い
る
と
い
っ

て

よ

か

ろ

う0

字 

章

を

含

め

て

九

章

に

，掲

げ

ら

れ

た

三

1
1

五.
に

も

の

ぽ 

る

貴
重
な
図
表
を
資
料
と
し
て
、
箸
者
と
と

も

に

、 

読

者

そ

れ

，
ぞ

れ

が

実

証

的

研

究

を

行

な

い

、

世

界

質
 

易
の
動
向
把
握
に
努
め
る

こ
と
が
、
本
書
の
最
も
ふ
：
 

さ
わ
し
い
^

用
法
で
あ
ろ
う
と
思
う
0.

本
書
の
大
体
の
聯
成
：を
の
べ
る
と
、
序
章
で
は
、 

描
.
か
れ
た
戦
後
の
世
界
貿
易
の
理
想
図(

I
M
F
.

 

I

B

R

D
 
•

r

T
o
 
. 

G
 
AT

T 

等)

が
、
グ 

ロ 
I
 

パ

ル
な
意
味
で
の
、
自
由.
•

多

角•

無
差
別
の
貿
易

と
決
済
の
実
現
を
目
指
し
な
が
ら
、
倚
局
は
、

ァ
メ 
,

■
-

リ

力

に
よ
る
ア
メ

リ

力

の
た
め
の
，政
策.
に
す
ぎ
ず
、
 

世
界
経
済
の
櫛
造
的
変
化
に
適
合
し
え
ず
し
て
、
現 

実
の
世
界
貿
易
は
、
別
，の
方
向
.に
発
展
せ
ざ
る
を
え 

な
か
っ
た
と

の

問
題
提
起
が
行
ゎ

れ

て
い

る
。

こ
の 

現
実.
の
，発
展
過
程
が
、.
.
つ
づ
く
八.
章
で
詳
細
に
分
.̂

.

さ

れ

る

。

す
な
：わ.

ぢ
、：

戦
後
に
'お

け

る

世

界

賢

易

の 

基

磯

尨

る

経

済

構

造

め

変
.

化

は

、.

B -
V "

単

—..

世

#
-
市 

,

場

の

崩

壊

に

よ

る

資

本

主

義

市

場

の

狹

降

化

、

^

、 

植

民

龙

の

独

：立

に

よ

る

先

進

資

本

、

|

義

国

の

経

済

的 

支

配

力

の

低

下

、

肖

、

資

本

主

義

諸

国

間

の

不

均

等 

.

発

展
0

徴
化
.

の

三

：つ
に
要
：約

さ

れ

、.

と.

く

に
0.

:
2
;

に
' 

よ

？
て
、

先

進

資

本

主

義

諸

国

は

自

国
.

の
，経

済

発

展

. 

の.

土

め

に

輸

出

増

加

に

狂

奔
.

す

る

結

果

と

し

て

、
.
肖
 

の
木
%

等

発

展

を

，ま
^ '. 
く 
.

こ
；-.

と.
.
.に.

な

る

。
：
し
'
た
が
.
.
.
 

つ
て
：

IT

に

焦

為

を

：合

わ

也

て

：分

析

が

：な
：さ

れ

て

い
. 

る
。

不

均

等

発

展

は

、.

先

進

資

本

主

義

諸

国

間
，(

7

 

メ
リ
カ
の
圧
倒
的
経
済
的
優
位

"

ド

ル

不

足

)

；
と
：先 

進

国
.

後

遭

国

間

と

に
.

大

別

さ

れ

る

が

、.
後

者

に

ゥ 

エ

ィ

ト

が

お

か

れ

、

第

-

次
太
.

戦

後

の

世

界

質

易
€> 

発
.

展

と

の

過

較

、

，
第

一

:—
*

次

大

戦

後

：の

五

〇

年

を

境

と 

し
て
の
；回

復

過

程

と

発

展

過

程

と

の

：概

観

、
‘
地

域

構 

造

•

商

品

構

造

の

変

化

の

歡
.
f

、

.
工

業

製

品

と
 

第

一

次

産

品

の

：
生

産

.

貿

易

に

お

け

る

不

均

等

発

展

、

そ

の

結

果

と

「

し
て
：
の
：先

進

国
(

エ
業
国
>

後

進

国(

非 

工
業
国)

間
貿
易
の
不
均
等
発
展
の
一
層
の
激
化
が 

実
証
さ_.
れ
て
ぃ.
る
0

，さ
ら..
に.
そ
の.
現

状

.：
•
そ

の

直

接 

的
原
因
、
根
底
に
あ
る.
も
の
が
く
わ
し
く
論
究
さ
H

、

七

八

(

五
，
一
四)

し

ま

た

最

後

：の
：
ニ

章

で

は

、

: '

社
会
主
義
世
界
貿
易
,
東 

西

賀

易C

と

れ

ら

一：

I

つ

の

質

易

の

世

界

貿

易

に
占
め 

る

比
：率

の

増

大は
注

目

さ

れ

て

よ

い)

と

の

対

比
か 

ら
、.

廣

本

主

義

世
.

界

貨

易

発

展

.の

特

徵

が
よ

り

明

確 

V
.

に
：浮

彫

さ

れて
い
：る
0
 

:

.

著
者
は
、
あ
く
迄
：も
資
本
主
義
世
界
質
.易
の
不
均 

等
発
展
を
中
心
と
す
る
実
証
的
分
析
に
徹
し
、

そ
の 

将
来
に
つ
い
て
も
、
；
五
0

年
代
を
づ
ぅ
じ
て
の
最
大 

の
特
徴
で
あ.
る
不
均
等
苑
展.
が
、
今
後
是
正
さ
れ
る. 

可
能
性
は

き

わ

め

て
ず
く
な
'
 

い
と
捧
目
に
結
論
さ
れ 

る
に
■
す
ぎ
な
い
。
し
■
か
し
、
本
書
は
信
賴
に
た

る

多 

く
の
*

重
な
資
料
^

駆.
使

し

、

著

者

独

自

の

‘考

え

方 

'

に

よ

る

ち

み

つ

な

地

道

な

分

桥

を

行

な

•

っ
た
す
ぐ
れ 

た

免

作

で
あ
る
.

と
い
え.
よ

ぅ

。

.

戦

後

の

世

界

経

済

の

.不

均

衡

を

集

中

的

に

あ
ら
わ 

す
現
象
で
あ
る
〃
ト
ル
不
足
間
題
に
：，つ
い
て
、
最
S

で 

は
こ
の
解
消
論
が
一.
般
的
見
解
と
な.
っ
て
お
り
、

普 

者
自
身
は
、
：
ァ

メ

リ

ヵ

の

国
際
収
支
の
分
析
か
ら
ド 

ル
不
足
解
消
せ
ず
と
の
主
張
を
別
の
論
文
で
な
さ
れ 

て
い
る
が
、
本
書
で
は
、

こ
の
面
で
の
分
析
が
充
分 

で
な
い
点

に

不
満
が.
あ

り

、

そ
れ
と
.

関
連
し
て
、

五 

八
年
を
.境
と
し
て
の
世
界
経
済
と
貿
易
の
構
造
的
変

動
を

.

如
何
に
と
ら
え
る
べ
き
か
の
大
き
な
問
題
が

.

残
等
は
生
産
が
：
追

.

い

っ

か

な

い

，程

の

需

要

を

示

し

た

の

.

ァW

リ
ヵ

.

に
お

.

け
る
資
料
と
実
態
が
贫
ベ
ら
れ
、
そ 

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
質
易
雨
の
み
で
な
く
国
際
収
支
わ
あ
る
。
そ
し
て
欢
に
人
々
：の
関
心
は
必
然
的

^

余

.れ
に
対
応
す
る
日
本
の
資
料
が
で
き
る
か
ぎ
り
あ
げ 

.

の
構
成
項
目
の
す
ベ
て
に
っ
い
て
の
解
明
が
な
さ
れ
暇
を
い
か
に
す
ご
す
か
に
向
け
ら
れ
て

.

い
る
。
経
済

 

' ら
れ
て
ぃ
る
。
総
体
的
な
面
と
家
計
調
査
資
料
に
よ 

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

0
.

こ
の
意
味

^

の
発
展

.

段

階

的

に

み

て

も

、

第

一

次

産

業

か

ら

第

：ニ

',
..一

 

る.

面
と
両
方
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
：
一
端 

次
.

の
著
作
と
；
し

て

予

定

：さ
れ

.

.

る.

JT

世界貿易の潮流次産業

^

第
ニ
次
產
業
か
ら
第
三
次
産
業
へ
土
そ
め
を
示
せ
ば
、
昭
和
ニ
八
年
か
ら
三
三
年
迄
の
六
年
間 

丨
世
界
貿
易
発
展
の
根
底
に
あ
る
も
の
成
果
に
比
率
が
高
ま
る
の
は
当
然
で
あ

.

り
、
そ
の
意
味
で

'
も

.

7

^

 

十
レ

y

ン
太
三
倍

強
、

、
 

期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。
な
お
図
表
に

.

か

ん

す

る

目

次
.;
'
今

後レ
ジ
ァ
産
業
に
対
し
て
は
多
く
の
注
目
を
集
め

.
丨
モ
一
一
力
は
ニ

.

倍
弱
の
出
荷
合
数
を
示
し
、

バ
ィ
オ 

な
り
索
弓
な
り
が
あ
れ
は
、
本
書

^

用
の
有
効
性
が
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
日
迄
第
一
次

,

第1
「

リ
ン
は
後
半
の
四
年
間
で
横
ば
い
と
な
っ
て

r '

る
。

一
層
大
き
か
っ
た.
で
あ
ろ
う
。(

有

斐
閣
'.A

IO
.

三次産業の実態へ分析

.
は
比
較
的
多
く
の
書
物
が
张
競
馬
の
売
上
は
ニ
九
丨
三
三
年
で
約
五
翻
、
競
輪
は 

四
六
頁
•

六
八
0
円)

丨

深

海

博

明

—

•

行
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
三
次
.

或
ゼ
：レ
ジ 

一|

八
I

三
三
年
で
•
三
：
割

弱

、

モ

ー

タ

I

ボー

ト
レ
ー 

*

 

*

 

*

 

.

ァ
産
業
に
っ
い
て
は
そ
の
と
り
あ
つ
か
い
が
：少

な

い
.

ス
は一

一
八
丨
三
三
年
で
二
倍
強
、
一
オ
ー
ト
レ
ー

ス
は 

■ 

、
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
は
日
本
生
産
性
本
部
•.

生

-.1 '

八—

三
：三
年
で
約
三
倍
半
、
ゴ
ル
フ
は
兰 

日

本

生

産

性

本

部

生

産

性

研

究

所

編

•

■-.

.

.

産
性
研
究
所
の.「

第
三
次
産
業
部
n

研
究
会
,-

の

報

ニ

年

で

約

ニ
.

.

三
倍.
の
売
上
増
と
'
な
っ
て
お
り
、
特 

『

消

費

革

命

と

レ

ジ

ァ

產

業

』

:-

告
書
で.
あ
り
、論
文
集
的
で
あ
る
が
、
各
方.
面

か

ら

こ

に
-
ゴ
ル
フ
の
の
び
が
非
常
に
大
き
い
。
そ
の
他
.労
働 

.

■

.

■

の
問
題
を
と.
り
あ
げ
て
い
る
。
目
次
を
1あ
'
げ
が
と
、

,

時
間
の
問
題
や
各
都
市
の
実
態
調
査
に
よ
る
敷
型
分
>

 

.

日
本
経
済
は「

も
は
や
戦
後
で
尤
な
、
-

寺
^

を
序
説
丨
技
術
革
新
と
大
衆
高
度
消
費
時
代
。第
一
章
、

類
等

%-
'.

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る

？

日

本

経

済

の

.
実

態
 

通
過
し
て
花
ひ
ら
く
レ
ジ
ァ
降
代
を
む
か
え
夂
う
と
消
費
革
命
と
は

ー

そ
の
歴
史
的
意
義
：に：っ
い

.

て
0

を
認
識
す
る
上
に
.も
又
レ
ジ
ァ
産
業
の
成
長
性
を
知 

，し
て
い
る
0.

日
本
経
紫
の
成
長
率
は
毎
年
予
想
を
は
第
二
章
、

.

レ
ジ.
ァ
消
貴
|

そ
の
沿
革
と
意
義
'°

第

三
;.
j

上.
に
も
一
見.
を
す
す
め
た
い
。

(

東
洋
経
済
新
報 

る
か
に
上
廻
る
高
さ
を
ー
布
1.-

、：
従

来

日

本

の

所

得

水

章

、

レ
ジ
ア
消
費
と
そ
の
経
済
的
評
価
。
第
四
章
、

社
.

B

6 

•
ニ S

I 

ニ
頁
.

三S
I0

5

 

準
は
低
い
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
品
物
は
あ
ま
り
普
及
：
都
市
に
お
け
る
レ
ジ
：ァ
産
業
の
'
実
態
0;
m

五
章
、
消 

' 

丨

申

-1
f
 

さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
た.
も
の
、
す
な
わ
'̂

、
-.
'
.

費
革
命
と
産
業
構
造
の
変
化
°

第
六
章
、
消

寶

革

命

\

テ
レ
ビ
、
電
気
洗
濯
臀
電
気
冷
葳
庫
、
自
家
用
.
車
.
.

と
流
通
機
構
の
変
化
、
と
な

':
?

て
い
る
。.
：主
と
し
て
'

へ

久
^̂
^̂
^̂

. 

’ .
'
 

•
 

...
ぐ
..'
 
V. 

.

新

刊

轺

介

亲

干

翁

タ

 

七

九

(

五
.1

五)


